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＜講義概要＞ 

 化学プラントの多くは気体、液体などの流体を扱うので、その流れを扱う流体工学は流動

操作ともいい、化学工学の基礎的な単位操作です。 

 流体の流れとは何かを知り、化学プラントの配管や装置の中の流れを認識し、配管径やポ

ンプの所要動力などの計算法を学びます。講義では、まず流体の流れを決める物性である粘

度や円管内を流れる流体の流れの状態を規定する無次元数、レイノルズ数が何であるかに

触れ、次いで流速分布や圧力損失、流れを発生させるために必要な動力などを計算する方法

を解説します。講義の１ステップごとに簡単な演習を行い、理解を深めます。 

 

＜講義の主な内容＞ 

１．流体工学を学ぶと何ができるか？ 

２． 流れの基礎式（質量保存則と運動量保存則）とその応用 

2.1 流れの基礎式 

2.2 粘度とレオロジー 

2.3 流れの状態 

2.4 レイノルズ数 

2.5 流れの基礎式‐運動量の保存則 

2.6 層流の流速分布 

2.7 流量と圧力損失の関係 

2.８ 乱流の流速分布 

３． 流れのエネルギー収支式とその応用 

3.1 流れ系のエネルギー収支（完全流体の場合） ベルヌーイの式 

3.2 管摩擦係数と圧損計算 ファニングの式 →例題 

3.3 ポンプの所要動力の計算 流れ系の機械的エネルギー収支の式 

４．流速、流量の測定 

4.1 計測技術（圧力） Ｕ字型マノメーター 

4.2 計測技術（流速） ピトー管 

4.3 計測技術（流量） オリフィス 

 

 



  

 

 

  

 

 

  

 

 

 


